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実際に日本に住む定住外国人は身の
回りにある日本語とその表記につい
てどのように考えているのか。

■本研究では
わかりやすい日本語表記とはどのようなも
のなのかという問題にたいして、定住外国人
が日常生活において接触する日本語表記につ
いて持っている意識をインタビューから明ら
かにする。

■定住外国人2名に半構造化インタビュー
・中国語母語話者
・来日して約1～2年
・初級レベル *事前SPOTによる

■SCAT（大谷2008）によってデータを分析
➔語りをコーディング
➔テーマ／構成概念に基づき、ストーリー・
ラインを作成

●2名の日常生活に日本語がどのように関わっているのか。

●日常生活における日本語使用や、常日頃接触している日本語における
表記についてどのように考えているのか。

・日本語のアウトプット機会の少なさが日本語能力の低い自己評価に直結している可能性
・重要な情報は複数媒体で知らせることで情報の取りこぼしを防ぐことができるという考え
・精度が低い翻訳アプリや辞書アプリに頼るために、時間を浪費してしまっているという現状

・中国語を母語とする定住外国人にとっては、漢字表記が多いほうが安心という意識
・カタカナ表記の外来語においては、対応する英語をルビとして表記するほうが理解の一助に
なるという意識
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